
県議会の動き1

令和7年6月１日発行
宮崎県議会広報紙／年6回偶数月発行

No.103

2025
6県議会県議会のの動動きき
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４
月
臨
時
会
の
概
要

　

令
和
７
年
４
月
臨
時
会
が
、４
月
16
日
、

17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、濵
砂
守
議
長
、野
﨑
幸
士
副

議
長
の
辞
職
に
伴
い
、正
副
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
、新
議
長
に
外
山
衛
議
員
、新
副
議

長
に
日
髙
陽
一
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

次
に
、県
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
調
査

す
る
た
め
、「
南
海
ト
ラ
フ
対
策
」、「
外
国

人
材
確
保
・
雇
用
対
策
」の
２
つ
の
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委

員
会
、特
別
委
員
会
及
び
各
種
行
政
審
議

会
の
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、監
査
委
員
と
し
て
議
員
２
名
を

選
任
す
る
知
事
提
出
議
案
に
同
意
し
ま
し

た（
議
会
構
成
の
詳
細
は
、２
面
・
３
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の

高
騰
の
他
、急
速
に
進
む
少

子
化
や
高
齢
化
が
起
因
と

な
る
様
々
な
社
会
問
題
、子

育
て
支
援
、地
域
経
済
の
活
性
化
、防
災
・
減
災
等
、取
り
組

む
べ
き
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、県
議
会
と
し
ま
し
て
も
、県
民
の
皆
様
の

視
点
に
立
ち
、執
行
部
と
十
分
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、必

要
な
提
言
を
行
い
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、全
力

で
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
の
運
営
や
議
会
の
更

な
る
活
性
化
な
ど
に
よ
り
、さ
ら
な
る
県
勢
の
発
展
と
県
民

の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
県
議
会
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
県
の
状
況
を
見
ま
す

と
、食
料
品
等
の
物
価
高
騰

へ
の
対
応
や
、頻
発
す
る
自

然
災
害
へ
の
備
え
、人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、

県
政
を
取
り
巻
く
様
々
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
県
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、安
全
・
安
心
で
住
み

や
す
い
環
境
構
築
の
た
め
、皆
様
の
声
を
反
映
し
、様
々
な
課

題
に
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

副
議
長
と
し
て
議
長
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
と
と
も
に
、

県
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、行
政

へ
の
監
視
機
能
を
果
た
し
つ
つ
、県
勢
の
充
実
と
発
展
、県
民

福
祉
の
向
上
に
向
け
て
、誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

議　長

外
と

山
やま

　 衛
まもる

宮崎県議会自由民主党
日南市選出

副議長

日
ひ

髙
だか

 陽
よう

一
いち

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

６月定例会は、６月６日（金）から６月24日（火）までの日程で開催される予定です。令和７年６月定例会のお知らせ

議長・副議長就任記者会見議長・副議長就任記者会見
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　常任委員会は、議案などを効率よく専門的に審査するために、県の部局を５
つに区分して、付託された議案や請願などを審査するほか、年間を通じて所管
する行政施策について調査等を行います。

常任委員会

総合政策及び行財政対策を所管しており、県の総合計画、財政、税務、危機管理、地域の活性化、国スポ・障スポの企画調整等について審査します。

総
務
政
策
　
　

　
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

商
工
建
設
　
　

　
常
任
委
員
会

環
境
農
林
水
産

　
常
任
委
員
会

文
教
警
察
企
業

　
常
任
委
員
会

福祉保健行政の推進及び県立病院事業を所管しており、福祉、保健衛生、医療等について審査します。

商工観光振興対策及び土木行政の推進を所管しており、商工業や観光の振興、企業誘致、道路や河川の整備等について審査します。

環境対策及び農林水産業振興対策を所管しており、環境や農業、林業、水産業の振興等について審査します。

教育及び警察行政の推進、公営企業の経営を所管しており、学校教育、警察、県が行う電気事業、工業用水道事業等について審査します。

委員

山
やました

下 博
ひろ

三
み

宮崎県議会自由民主党
都城市選出

委員

野
の

﨑
ざき

 幸
こう

士
し

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

委員

日
ひ

髙
だか

 陽
よう

一
いち

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

委員

本
ほん

田
だ

 利
とし

弘
ひろ

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

委員

安
やす

田
だ

 厚
こうせい

生
宮崎県議会自由民主党
東臼杵郡選出

委員

二
ふた

見
み

 康
やすゆき

之
宮崎県議会自由民主党

都城市選出

委員長

重
しげまつ

松幸
こう

次
じ

郎
ろう

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

副委員長

下
しも

沖
おき

 篤
あつ

史
し

宮崎県議会自由民主党
小林市・西諸県郡選出

委員

日
ひ

高
だか

 博
ひろ

之
ゆき

宮崎県議会自由民主党
日向市選出

委員

工
く

藤
どう

 隆
たか

久
ひさ

公明党宮崎県議団
延岡市選出

委員

脇
わき

谷
たに

のりこ
未来への風
宮崎市選出

委員

岩
いわ

切
きり

 達
たつ

哉
や

県民連合立憲
宮崎市選出

副委員長

黒
くろ

岩
いわ

 保
やす

雄
お

宮崎県議会自由民主党
日南市選出

委員

坂
さかぐち

口 博
ひろ

美
み

宮崎県議会自由民主党
児湯郡選出

副委員長

齊
さいとう

藤 了
りょうすけ

介
宮崎県議会自由民主党

宮崎市選出

委員

山
やまうち

内いっとく
宮崎県議会自由民主党

都城市選出

委員

中
なか

野
の

 一
かずのり

則
宮崎県議会自由民主党
えびの市選出

委員長

荒
あら

神
がみ

　 稔
みのる

宮崎県議会自由民主党
都城市選出

委員長

佐
さ

藤
とう

 雅
まさ

洋
ひろ

宮崎県議会自由民主党
西臼杵郡選出

委員長

内
うち

田
だ

 理
り

佐
さ

宮崎県議会自由民主党
延岡市選出

副委員長

永
なが

山
やま

 敏
とし

郎
ろう

県民連合立憲
都城市選出

委員

丸
まるやま

山裕
ゆう

次
じ

郎
ろう

宮崎県議会自由民主党
小林市・西諸県郡選出

委員

外
と

山
やま

 　衛
まもる

宮崎県議会自由民主党
日南市選出

委員

井
い

本
もと

 英
ひで

雄
お

自民党同志会
延岡市選出

委員

濵
はま

砂
すな

　 守
まもる

宮崎県議会自由民主党
西都市・西米良村選出

委員

後
ご

藤
とう

 哲
てつ

朗
ろう

宮崎県議会自由民主党
延岡市選出

副委員長

山
やま

口
ぐち

 俊
とし

樹
き

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

委員

山
やました

下　 寿
ことぶき

宮崎県議会自由民主党
児湯郡選出

委員

松
まつ

本
もと

 哲
てつ

也
や

県民連合立憲
延岡市選出

委員

前
まえ

屋
や

敷
しき

恵
え み

美
日本共産党宮崎県議会議員団

宮崎市選出

委員

武
たけ

田
だ

 浩
こういち

一
宮崎県議会自由民主党

串間市選出

委員

福
ふく

田
だ

 新
しん

一
いち

宮崎県議会自由民主党
北諸県郡選出

委員

坂
さかもと

本 康
やすろう

郎
公明党宮崎県議団

宮崎市選出

委員

図
ず

師
し

 博
ひろ

規
き

無所属の会 チームひむか
児湯郡選出

委員

渡
わたなべ

辺 正
まさたけ

剛
宮崎県議会自由民主党
東諸県郡選出

委員

今
いま

村
むら

 光
みつ

雄
お

公明党宮崎県議団
都城市選出

委員長

川
かわそえ

添 　博
ひろし

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出
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　特別委員会は、県政の重要課題のうち特定の事項について、その解決に向け
た提言を行うため、決定された調査事項や活動計画に基づき、県の関係部局及
び関係団体等からの説明の聴取や現地調査等を行います。

特別委員会

議会運営委員会

県議会の仕組み

　議会運営委員会は、議会をスムーズに運営するために、議事日程など
の議会の運営方法などについて協議します。

　監査委員は、４名のうち２名が県議
会議員から選任されており、年間を通
じて、県の機関の監査を行います。

　次の審議会委員の一部は、県議会議員の中から、議会の推薦または議員
の互選により、知事が任命または委嘱しています。

定例会と臨時会
　県議会には、定期的に開かれる「定例会」と、必要に応じて開か
れる「臨時会」があります。
　定例会は、条例で年４回と定められており、おおむね２月、６月、９
月、１１月に開催され、県政の方針や予算など、県民生活に関わる
重要な事項を審議します。

本会議と委員会
　県議会の主な会議には、本会議と委員会があります。
　本会議は、議員全員が出席して開かれる会議であり、提案された
議案などについて、県議会の最終的な意思をすべて決定します。
　委員会は、本会議に提案された議案や県政の課題などを分野ご
とに各議員が分担し、効率的・専門的に審査・調査する機関です。
　委員会には、常時設置されている「常任委員会」と「議会運営委
員会」、必要なときに設置する「特別委員会」があります。
　各委員会では、調査事項に関する現状や課題、先進的な取組等
を調査するために、県内外での現地調査も行っています。

委員長  後藤 哲朗　　副委員長  山内 いっとく
委 員

委 員

内田 理佐
山下　 寿

本田 利弘
今村 光雄     

安田 厚生
松本 哲也

野﨑 幸士
坂本 康郎

下沖 篤史　議 員 
福田 新一　議 員

内田 理佐　議 員　

前屋敷 恵美　議 員

山内 いっとく　議 員 松本 哲也　議 員山口 俊樹　議 員 

委 員

委 員

委 員

委 員

監査委員

監査委員

開発事業特別資金審議会委員
感染症対策審議会委員
都市計画審議会委員

２
面
及
び
３
面
の
委
員
会
等
の
名
簿
は
、正
副
委
員
長
を
除
き
、会

派
別
五
十
音
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各種行政審議会委員

県議会の会派

監査委員

文
教
警
察
企
業
常
任
委
員
会

環
境
農
林
水
産
常
任
委
員
会

商
工
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
政
策
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

外
国
人
材
確
保
・
雇
用
対
策

特
別
委
員
会

南
海
ト
ラ
フ
対
策

特
別
委
員
会

本会議

常任委員会 特別委員会

県議会の構成

南海トラフ対策特別委員会 外国人材確保・雇用対策特別委員会
　南海トラフ対策に関する調査活動を行います。

委員長 福田 新一　副委員長 松本 哲也 委員長 本田 利弘　 副委員長 山内 いっとく
委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

川添　 博
武田 浩一
日高 博之
工藤 隆久   

黒岩 保雄
二見 康之
渡辺 正剛
永山 敏郎    

下沖 篤史
中野 一則
山口 俊樹
脇谷 のりこ

齊藤 了介 
山下 博三
今村 光雄
前屋敷 恵美

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

　県内産業・経済の維持発展に向けた外国人材確保・雇用
に関する調査活動を行います。

本会議の様子 委員会視察

　現在、県議会には７つの会派があります。各会派の所属議員数と役員は次のとおりです。

●宮崎県議会自由民主党（26名）
　会長　坂口 博美　　幹事長　山下　 寿　政審会長　安田 厚生　 
●公明党宮崎県議団（4名）
　団長　重松 幸次郎　幹事長　今村 光雄　政審会長　工藤 隆久

●県民連合立憲（3名）
　会長　岩切 達哉　　幹事長　松本 哲也　政審会長　永山 敏郎 

●日本共産党宮崎県議会議員団（1名）
　団長　前屋敷 恵美 
●無所属の会　チームひむか（１名）
　代表　図師 博規   
●未来への風（１名）
　代表　脇谷 のりこ
●自民党同志会（１名）
　代表　井本 英雄
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県
議
会
の
動
き

■
発
行・編

集
／
宮
崎
県
議
会
　
宮
崎
市
橘
通
東
２
丁
目
10番

１
号（
〒８８０

-８５０１
）　
☎
０９８５

-２６
-７２１７（

宮
崎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課
）

N
o.103

　
令
和
7年
6月
1日
発
行

　２月定例会は、２月20日から３月19日までの28日間にわたって開催され、代表質問において４名、一般質問に
おいて11名の議員が質問を行い、県政全般の幅広い分野にわたり活発な議論が行われたほか、常任委員会及び特
別委員会が開かれ、付託された議案・請願の審査や所管事項の調査などが行われました。

２月定例会の結果概要

可決された知事提出議案 可決された議員発議案
令和７年度宮崎県一般会計予算
令和６年度宮崎県一般会計補正予算（第９号）
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
副知事の選任の同意について
教育長の任命の同意について� など108件

宮崎県議会の保有する個人情報の保護に関する
条例の一部を改正する条例
宮崎県議会会議規則の一部を改正する規則
訪問介護の基本報酬の見直し等を求める意見書

・
・
・
・
・

・

・
・

■県議会からいろいろな情報を発信しています。 （政策調査課　TEL.0985-26-7217）

■県議会本会議・委員会を傍聴することができます。

■県政に対する要望や意見を提出することができます。

　インターネットにより本会議
のライブ中継を行っており、字
幕有りの映像も選択いただけ
ます。
　パソコンのほか、スマートフォ
ン等からもご覧いただけます。

　９月と２月の定例会の模
様を放送しています。
　令和７年２月定例会の放
送内容は動画配信サイトＹｏｕ
Ｔｕｂｅ「宮崎県議会公式ちゃ
んねる」でも配信中です。

　開会中の議会の様子や、
各議員の主な質問概要、議
長の公務活動など、議会全
体の活動をより詳しくご紹
介しています。

　県民の皆様の県政に対する要望や意見を請願として県議会に提出することがで
きます（請願には、１人以上の紹介議員の署名または記名押印が必要です。）。
　採択された請願は、県の行政の中に取り入れられるように知事に送付したり、国
に対して意見書を提出します。

　本会議を傍聴するには、傍聴券が必要です。傍聴券は、本会議の当日午前９時30分から、県庁２号館入口の傍聴者
受付で先着60名に交付することとしています。なお、午前９時30分までに上限数を超えている場合は、抽選となります。
また、傍聴控室でのモニター視聴も可能です。

　委員長の許可を得れば傍聴することができます。定員は各委員会とも10名です。委員会の当日午前９時30分から、
議会棟２階正面玄関の議会受付でお申し込みください。

　議会の日程、本会議・委員会
の概要、会議録、議員名簿など
を紹介しています。

　子どもたちに議会の役割や仕組み
を分かりやすく伝えるための「宮崎県
議会キッズページ」がリニューアルし
ました！
　議場360度撮影画像による議場
見学体験やクイズコーナーなど新た
なコンテンツの追加とともに、議会
バージョンのみやざき犬も登場する
など、子どもたちにとってより親しみ
やすいサイトになりました。

　また、小学生
向けパンフレット

「宮崎県議会っ
てなあに？」も
掲載しています
ので、ぜひお子
さんと一緒にご
覧ください。

【請願に関するお問い合わせ】
県議会事務局議事課
 TEL.0985-26-7216

県議会をもっと身近に感じてみませんか

議会中継 テレビ広報「県議会特別番組」

県議会公式フェイスブック県議会ホームページ

県議会キッズページ

本会議の傍聴（県議会事務局　総務課　TEL.0985-26-7215）

委員会の傍聴（常任委員会：議事課　TEL.0985-26-7216 / 特別委員会：政策調査課　TEL.0985-26-7217）

リニューアル

宮崎県議会キッズページ 小学生向けパンフレット


